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＜五百川小学校を中心とした取り組みの状況＞

○ 学校としての準備組織「五百川小学校コミュニティ･スクール推進委員会」
○ 市としての協議体「本宮市コミュニティ･スクール推進協議会」

□ 平成３０年 ６月１９日（火） 組織づくり・委員向け研修
（講師 五百川小学校長 安齋 宏之）

□ 平成３０年 ９月 ８日（土） 本宮市コミュニティ･スクール推進フォーラム

□ 平成３０年 ９月１９日（水） 推進フォーラムの反省・まとめ

□ 平成３０年１０月 ４日（木） 先進地視察
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□ 平成３０年１１月２１日（水） 目指す姿や推進計画についての協議

１ 本宮市のＣＳ推進計画
（１） ＣＳが目指す姿

「子どもの夢と地域の未来をつなぎ、みんなが笑顔になるコミュニティ・スクール」
○ みんなで夢に向かう力が強い子を育てる。
○ みんなで地域の核になる学校をつくる。
○ みんなで笑顔あふれるまちにする。

コミュニティ・スクールの３つの機能
① 学ぶ（子どもの学びを豊かにする取組を通して、大人も学ぶ）
② つなぐ（ＣＳの取組を通して、人・時間・仕組みなどをつなぐ）
③ 生み出す（課題解決を通して、新たな方法、新たな価値などを生み出す）

（２） ＣＳ設置推進計画
・ ２０１９年４月 五百川小学校に導入
・ ２０１９年５月 本宮二中、岩根小学校にＣＳ推進委員会設置
・ ２０２０年４月 本宮二中、岩根小学校に導入
・ ２０２０年５月 本宮一中学区の各校にＣＳ推進委員会設置
・ ２０２１年４月 本宮一中学区の各校に導入
・ ２０２１年５月 白沢中学校区の各校にＣＳ推進委員会設置
・ ２０２２年４月 白沢中学校区の各校に導入

（３） ＣＳの運営形態
・ 本宮一中学区・・・連携型(単独型も)
・ 本宮二中学区・・・連携型（将来的には、一貫型も）
・ 白沢中学校区・・・一貫型

２ 五百川小学校学校運営協議会(仮称)運営計画
（１） 五百川小がＣＳで目指す姿

○ 子どもの安全・安心な教育環境をつくる。
○ 子どもの夢を育む学校つくる。
○ 子どもの郷土愛を育む

（２） 協議する主な内容
○ 基本的な方針の承認について

・ 教育課程の編成に関すること ・ 組織編成に関すること
・ 学校経営計画に関すること ・ 学校予算の編成及び執行に関すること
・ 施設管理及び施設設備等の整備に関すること

○ 学校や教育委員会への意見の申し出について
○ 教職員の任用に関する意見の申し出について
○ 学校評価に関すること(学校関係者評価の実施)
○ 学校支援活動について

（３） ＣＳの組織体制
① 委員の人数 １５名以内 ※ 市の規則 ２０名以内
② 委員の構成

・ 保護者(５名) ・ 教職員（校長・地域連携担当教職員）(２名)
・ 地域住民（５名） ・ 学識経験者(１名)
・ 学校の運営に資する活動を行う者(１人) ・ 市教委(１名)

③ 役職
・ 会長
・ 副会長(２名)

④ 事務局 ＣＳディレクターと教頭が協力して行う。
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⑤ 部会
・ 見守り部会・・・五百川小学校見守り隊と連携し、児童の登下校の安

全を推進する。
構成（委員５名と見守り隊員で構成する。部会長は、見守り隊の代表

委員とする。）
部会（年３回程度開催する）

・ 評価部会・・・学校関係者評価を行い、評価結果を学校運営の改善に
生かす。

構成（委員５名で構成し、内１名を委員長兼部会長とする。ただし、
学校教職員は除く。）

部会（年３回程度開催する）
※ 地域教育部会などは、今後必要に応じて設置する。

（４） ＣＳの年間活動計画(案)
月 内 容 月 内 容
４ 第１回委員会(今年度の学校運営の確認) １０ 第４回委員会(熟議)
５ １１
６ 第２回委員会(熟議) １２ 第５回委員会(次年度の学校運営について)

７ １
８ 第３回委員会(熟議) ２ 学校関係者評価
９ 市ＣＳフォーラム参加 ３ 第６回委員会(次年度の基本方針の承認)

※ 学校行事等へは、基本参加(入学式、運動会、授業参観、学習発表会、卒業式等)

五百川小学校がめざすコミュニティ・スクールの仕組み

市教育委員会 五百川小学校

委員の任命

学校運営協議会 説明 校 長

＜委員＞

学校運営や 保護者代表 承認

任用に関する 地域住民 説明

意見 地域学校協働活動推進員

県教育委員会 等 意見

教職員の任用

事務局

見守り部会 評価部会

情報提供

意見 支援

五百川小学校区（地域）

保護者・地域住民・各種団体 等 企業による学校応援団 等

連携

学校運営の

基本方針

学校運営・

教育活動

・協議会の設置

・委員の任命

・適正な運営を

確保する措置
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※ 先進地への研修視察等は、今後検討
（５） 他の関係団体との連携

① 小中連携について
二中、岩根小学校との連携については、両校にＣＳが設置された場合、「本宮二

中学区ＣＳ連絡協議会」を設置し、ＣＳの取組について情報共有を図り、共通する
課題については、実践的な対応策を協議する。

② 学校支援地域本部との連携について
これまでとおり、学校支援については、学校支援地域本部と連携し、ボランティ

アの派遣協力をお願いする。
③ 「企業による学校応援団」との連携について

今後学校運営協議会が主催する地域連携事業への助成やボランティアの派遣をお
願いする。

④ ＰＴＡとの連携について
ＰＴＡは、目標や課題を共有できる一番のパートナーである。従って、積極的な

連携を図る必要がある。
⑤ 見守り隊との連携について

見守り隊は、子どもの安全・安心な教育環境を整える要である。見守り部会を中
心に、見守り隊との連携を深める。

⑥ その他の団体との連携について
上記団体以外との連携も必要であり、ＣＳが目指す目標を理解していただく広報

活動や個々の課題解決のための協働活動を、ＣＳディレクターが窓口となり、行っ
ていく。

（６） その他
① 「ＣＳだより」の発行について

年３回を目安に、ＣＳディレクターが行っていく。

□ 平成３０年１２月１０日（月） 地域とともにある学校づくり推進フォーラム参加
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※ 今後の予定 ・ 啓発リーフレットの作成・配布
・ 本宮市学校運営協議会規則の制定
・ 平成３１年４月１日からの五百川小学校学校運営協議会設置
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